
【事前活動】
自国のデジタルコンテンツ制作現状及び所属組織についてのカントリーレポート作成。
【本邦研修】
以下の内容の講義、実習、視察、討論を行う。
1.データの放送の基礎・技術及び放送番組コンテンツに関する権利・保護
2.地上デジタル放送日本方式（ISDB-T）の特徴及び海外展開
3.番組制作技術、デジタル放送技術を活かした番組制作・企画手法
4.放送局・スタジオ及び放送関連施設等視察
5.番組企画案の作成・発表
【事後活動】
番組企画案の組織内共有
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JICA東京（経済環境）

一般財団法人NHK放送研修センター

【案件目標】
デジタル放送技術を用いたテレビ番組企画能力が向上する。

【成果】
1. データ放送等地上デジタルテレビ放送の基礎知識並びに活用方法を習得し、デジタル放送に
よるコンテンツに関する権利やコンテンツ保護に関する理解を深める。
2. デジタル放送技術の特徴を活かした番組制作手法を理解する。
3. 各国におけるデジタル技術を活かした番組制作の課題を整理し、デジタル放送技術を活かし
た番組企画案を作成する。
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【対象組織】
途上国の放送局および政府関連組織

【対象人材】
1.放送事業者、番組制作事業者もしくは放
送を主管している政府機関等において番組
の構成、編集に携わる者（例：プロデュー
サー、ディレクター、ジャーナリスト等）
2.企画、構成、脚本などのテレビ番組制作
経験または番組制作の基本的な知識を有し
ており、研修後も当該分野での職務遂行が
期待される者。

対象組織／人材

地上デジタルテレビ放送の番組制作
TV Program Production for Digital Terrestrial Broadcasting
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地上デジタルTV放送日本方式（ISDB-T）採用国および採用検討国等対象国の条件：

副分野課題：

本研修は地上デジタル放送日本方式（ISDB-T）採用国及び採用検討国あるいはコンテンツの支援を必要としている国の番組制作に携わるプ
ロデューサー及びディレクター等を対象とし、データ放送等のデジタル放送技術を活用した番組企画能力を向上させることを目的とする。
カリキュラムはデジタル理論だけでなく、実例を用いた番組企画の実習まで体系的に構成されている。
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